

機能等証明書の作成について

１　機能等証明書は、納入しようとする納品物が入札仕様書に示す各項目を満たすことを証明するものです。

２　機能等証明書の作成に当たっては、各仕様項目について、入札仕様書を満たしているかの証明欄に○又は×を記入し、必要に応じ導入する製品等に関する補足説明を行うとともに、各項目の内容を確認できる資料等（製品等の仕様書、カタログ等）を必ず添付して下さい。
　　また、機器の設置、設定、動作確認、保守及び撤去については、具体的な作業体制の資料（関係する事業所名、住所、人員数、作業内容、連絡体制図等）も提出してください。

『機能等証明書記入例』
　１　端末機器・ソフトウェア仕様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１／１）
	仕様項目
	仕様内訳
	証明
	資料番号

	端末機器：１４台

	
	(1) 形状
	① 省スペースデスクトップ型
	〇
	１－１

	
	(2) ディスプレイ
	① 19型TFTカラー液晶
② 最大解像度　1,280×1,024ドット
③ 最大表示色　約1,677万色
	〇
	１－２

	
	(3) ＣＰＵ
	① インテル Core i3-10100(3.60GHｚ)　相当以上
	〇
	１－１

	
	
	
	
	


※上記 記入例を参考にして作成してください。
３　添付資料は、日本語（日本語以外の資料については、日本語訳を添付）、Ａ４版とし、各項目ごとに｢資料№｣のイ
ンデックスを付して、紙ファイル等により綴じて提出してください。
また、添付資料の中で特に重要とされる箇所などは、マーカー、○囲み等によりわかりやすく表示を行うようして
ください。

４　機能等証明書の提出期限は、令和３年９月２日（木）午後５時１５分までとなっています。なお、提出された機能等証明書について、不備が認められたときは、受付をしない（郵送による提出の場合は、返送します。）場合がありますので、余裕をもって提出してください。

令和　　年　月　　日
鹿児島市長　殿
住　　　　所
商号又は名称

代 表 者 氏 名　　　　　　　　　　　　
戸籍総合システム機器等（端末・プリンタ）のリース契約に係る入札に関し、下記のとおり入札仕様書を満たすことを証明します。
なお、機能等証明書に示した以外の項目であっても、入札仕様書のすべての事項を満たすことを証明します。
記
１　納入しようとする機器・ソフトの構成
	機種名等
	品　　　名
	型　　　　式
	数　量

	ハードウェア等
	
	
	

	①端末機器
	省スペースデスクトップ型
	
	

	
	
	
	

	②レーザープリンタ（モノクロ）
	RICOH　P6000
	514307
	

	　増設給紙カセット
	500枚増設トレイ6400
	512673
	

	　トナーカートリッジ
	RICOH　SPトナー6400H
	600572
	

	
	
	
	

	③スキャナー（Ａ３対応）
	Ａ３フラットベッドスキャナー
	DS-50000 
	

	　オプション品
	ネットワークインターフェイスパネル
	DSPNNW1
	

	
	
	
	

	ソフトウェア
	
	
	

	①ＯＳ（Windows 10）
	
	
	

	②ウェブプラウザ
	
	
	

	③アプリケーションソフト
	
	
	

	④デバイスＣＡＬ
	
	
	


２　入札仕様
	項　　　　目
	内　　　　　容
	証　　　　　明

	（１）機能、性能等
	入札仕様に基づくすべての機能を有していること
	別紙のとおり

	（２）機器の設置・設定・動作
  　　確認
	入札仕様に基づく機器の設置・設定・動作確認を行うこと
	

	（３）保守
	入札仕様に基づく保守が可能であること
	


【別　紙】　
１　機器の仕様
　(1) 端末機器・ソフトウェア仕様
	仕様項目
	仕様内訳
	証明
	資料番号

	端末機器：１４台

	
	(1) 形状
	① 省スペースデスクトップ型
	
	

	
	(2) ディスプレイ
	① 19型TFTカラー液晶
② 最大解像度　1,280×1,024ドット
③ 最大表示色　約1,677万色
	
	

	
	(3) ＣＰＵ
	① インテル Core i3-10100(3.60GHｚ)　　　相当以上
	
	

	
	(4) メインメモリ
	① 4GB以上
② 増設用空きスロット×１以上
	
	

	
	(5) ハードディスク
	① ミラーリング用　250GB以上　HDD×２
	
	

	
	(6) 光ディスクドライブ
	① 内臓DVD-ROMドライブ
	
	

	
	(7) 標準インターフェイス
	① 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T×１以上内臓
② USB3.0または3.1ポート×５以上内臓（一部2.0を含んでも可）
③ シリアル，ディスプレイ等を有すること
	
	

	
	(8) テンキー付きキーボード
	① JIS標準配列準拠
② 日本語表記（刻印）
③ USB対応
	
	

	
	(9) マウス
	① 光学式（USB対応）
	
	

	
	(10) 音源/サウンド
	① モノラル又はステレオスピーカー内臓
	
	

	
	(11) 電源及び環境配慮
	① グリーン購入法適合品であること
	
	

	
	(12) その他
	① 空きUSBポートへの接続防止策（物理対策）を用意すること
（注１）
	
	

	ソフトウェア仕様

	
	(1) ＯＳ
	① Windows 10 Professional バージョン2004　64ビット　正規版
	
	

	
	(2) ウェブプラウザ
	① Microsoft Internet Explorer 11
	
	

	
	(3) アプリケーションソフト
	① Adobe Reader DC
	
	

	
	(4) デバイスＣＡＬ
	① Windows Server DeviceCAL 2019 ﾗｲｾﾝｽ
	
	

	
	(4) CD-ROM等
	① 初期設定済みイメージディスク　数量：１
	
	


　　注１　USBポートガード本体、USBストッパー、USBType-Cポートガード本体については在庫があるため不要。その他に必要なUSBポートへの接続防止策（物理対策）がある場合は用意すること。
(2) レーザープリンタ（モノクロ）機種指定
	仕様項目
	仕様内訳
	証明
	資料番号

	プリンタ：２４台

	
	(1) プリンタ
	RICOH製
　P6000
	
	

	
	(2) 増設給紙カセット
	500枚増設トレイ
	
	

	
	(3) トナーカートリッジ
	RICOH　SPトナー6400H
	
	


　(3) スキャナー（Ａ３対応）機種指定
	仕様項目
	仕様内訳
	証明
	資料番号

	スキャナー：１台

	
	(1) スキャナー（Ａ３対応）
	EPSON製
　DS-50000
	
	

	
	(2) オプション品
	ネットワークインターフェイスパネル
　型番：DSPNNW1
	
	


　

２　機器の導入
	仕様項目
	証明
	備考

	(1)機器の初期設定（注１・注２）

	
	　(1) 　ＲＡＩＤ構築
　(2) 　Windows10及びInternet Explorer11のインストール
　(3) 　OSライセンス登録（ライセンス認証、プロダクトキーの入力）
　(4) 　ユーザーアカウントの設定（管理者権限及び利用者権限）
　(5) 　Active Directoryの設定
　(6) 　ユーティリティソフト（保守ソフト）のインストール（RAID監視ツールやスタンバイディスク）
　(7) 　ネットワークの設定（IPアドレス等。プリンタアドレス等も含む。）
　(8) 　プリンタの設定
　(9) 　スキャナーの設定
　(10)　ＯＣＲ－Ｂ及び外字ファイルの導入並びにIMEユーザー辞書の登録
　(11)　以下のシステム、プログラム等の指定端末への導入（注３）
　　　　ア　共通基盤システムの設定
　　　　イ　住民記録システム
　　　　ウ　国保システム
　　　　エ　税システム
　　　　オ　団体内統合宛名システム
　(12)　デバイス制御及びウイルス対策ソフト、二要素認証の設定
　(13)　Adobe Reader等のソフトのインストール
　(14)　その他必要な設定
　(15)　ディスクイメージ（障害対策のバックアップの作成）
　　　※ディスクイメージの媒体は、受注者が準備すること。
　(16)　障害時における連絡先を記した管理ラベルの貼付すること。また、ラベルは発注者が指示する項目を記載すること。
　(17)　導入ソフトウェアシステムについては必要な設定を行い、利用者権限のスタートアップにショートカットを置く
　注１　Windows10、Internet Explorer11は受注者が準備すること。また外部へのネットワーク接続は禁止しており、電話でのライセンス認証（アクティベート作業）を行うこと。
　注２　設定作業に関する設定値、設定情報は、発注者より指示を出すこととする。受注者は指示書の内容に従うこと。
　注３　指定端末については、発注者と協議すること。
	
	


	仕様項目
	証明
	備考

	(2)その他

	
	　(1)　機器の設定調整後、担当者の立会いの上、動作試験を行うこと。
　(2)　(1)にて合格後、二次納品場所へ設置し、動作試験を行うこと。
　(3)　二次納品と同時に、既存機器のリース業者と撤去の調整が出来ない場合は、発注者が指定する場所に移動させること。
　(4)　開梱した段ボール等は、受注者の責にて回収・処分すること。
　(5)　設定完了後、端末、ディスプレイ、プリンタについて、端末通し番号及び端末ＩＤごとに、設置場所、シリアルナンバー、プロダクトＩＤ、ＩＰアドレス等を記載したＥＸＣＥＬの一覧表を提出すること。
	
	


３　機器の保守

	仕様項目
	証明
	備考

	(1)障害の切り分け
	
	

	
	契約期間中、受注者は、発注者から機器等の障害が発生した旨の連絡を受けたときは、詳細な原因調査を行うとともに、ハードウェア障害とソフトウェア障害を切り分け、ソフトウェア障害のうち、下記の「(4)ソフトウェアの障害　①発注者が対応する障害」については、鹿児島市市民課へ依頼させることとし、それ以外のソフトウェア障害及びハードウェア障害については、直ちに修理担当者を派遣し、現地で復旧作業を行うこと。

　また、ハードディスク等の記憶装置（以下「記憶装置」という。）を修理又は交換する場合は、事前に鹿児島市市民課へ連絡の上、情報の漏洩、滅失、き損その他の事故が発生しないよう十分な対策を講じること。なお、修理又は交換作業は庁内で行い、庁外へ持ち出さないこと。交換で不要となった記憶装置については、賃借人へ無償譲渡すること。
	
	

	(2)報告書の提出

	
	作業終了後、修理箇所、作業内容等を記載した報告書を鹿児島市市民課へ提出すること。
	
	

	(3)ハードウェアの障害

	
	正常な使用を行っているにもかかわらず発生したハードウェア障害については、以下の①～⑦の場合を除き、保守依頼日から原則として翌営業日以内に復旧させることとし、復旧できない場合は、リース物品と同一機種又は同等以上の性能を有する代替機を必要期間貸与すること。復旧や必要期間の貸与に際しては、機器導入及び各種設定仕様書（別紙２）に従い、機器の初期設定を行うこと。
ただし、リース物品と異なる機種を代替機とする場合は事前に発注者と協議すること。

　また、機器の欠陥により修復不能な障害（リコールに相当するような重大な障害）が発生した場合は当該全機種の保守又は交換を行うこと。

　また、障害が続いたときなどに発注者からの要求により行う非定期的な保守を実施するものとする。（発注者と協議の上、平日午後５時１５分以降に行うこと。）

　なお、ハードウェアの保守及び代替機の貸与に必要な全ての経費（部品代、技術料、出張料及び送料等）はリース料に含むものとする。
※ハードウェアの障害における保守サービスの適用除外

①　天災、火災その他不測の事故による障害

②　使用者の過失（水濡れ、落下、破壊行為）に起因した障害

③　受注者に許可なく加工、改造を行ったことに起因した障害

④　コンピュータウイルスの感染に起因した障害

⑤　ハードウェア障害に伴うデータの破損

⑥　機能に影響のない汚れ、キズ

⑦　初期不良を除く消耗品（マウス、バッテリー）の故障
	
	

	(4)ソフトウェアの障害

	
	①　発注者が対応する障害

　契約期間中に発生した障害のうち、発注者が独自に開発・導入したプログラムの不具合によるものは、発注者が対応する。

　ＯＳやソフトウェア等の再インストール、バージョンアップ等の対応で復旧しない障害のうち機器等の導入、検収終了後に生じた導入システムのソフトウェアが起因する障害は発注者が対応する。

②　受注者が対応する障害

　前記①以外のソフトウェアの障害については、受注者が対応するものとする。

　具体的には、ＯＳやソフトウェア等の再インストール、バージョンアップ等の対応で復旧するものなどについて、受注者が対応する。

　また、障害の予防保守として、ＯＳやソフトウェアバージョンアップ状況などについて常に調査するとともに、必要に応じて、発注者と協議のうえ最新情報を適用すること。

　また、機器等の設定を変える必要が生じた場合（ＩＰアドレスやプリンタアドレスの変更、ショートカットの作成など）、発注者の指示に従い、受注者が対応するものとする。

　これらソフトウェアの保守において、受注者による対応が困難である場合は、発注者が指定する業者に対応を依頼するものとする。

　なお、ソフトウェアの保守に必要な全ての経費（バージョンアップ代、技術料、出張料及び送料等。発注者が指定する業者の費用も含む。）はリース料に含むものとする。
	
	

	(5) ハードウェア（端末、プリンタ及びスキャナー）の定期交換部品

	
	ハードウェアの定期交換部品を交換するために必要な全ての経費（部品代、技術料、出張料及び送料等）はリース料に含むものとする。なお、消耗品（トナー及び用紙）交換等は本条件の適用外とする。
	
	

	(6)保守期間

	
	導入後リース期間満了まで保守を行うこと。
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添付資料


（補足説明を行う資料等）





※ファイル等取りはずしの容易なもの


に綴るようにしてください。
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※項目ごとにインデックスを付けて


｢資料No.｣を記載してください。
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